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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毒）
　オーストラリアでは19世紀末頃よりかねてから人々の間にあった連帯意識つまりmaもeship
が意識されるようになる。その時代精神が1880年に創刊された雑誌7勉B瀦6伽（後にB％♂励π）
において具象化されてくる。．8詔6伽からはBu11eti難派と呼ばれる多くの詩人，作家が育ってい
くが，彼らは国民としての自覚，伸問意識，農牧生活の尊重，開拓者の苦闘への同情を共通のテー
マとしている（1）。Henry　Lawson（1867護922）はB％〃6伽をその活躍舞台として，7セ〃蜘g』4欝．
．8α々6γをはじめとして多くの作品の中で，オーストラリアの国民的ethosであるmateshipを見
事に描いている。
　mateshipについてはすでに論究してあるので（2＞，今回は718Z伽g　Mz3．．8α々6γにおけるma£e－
sh呈pを取り上げる。劇作家Vance　Palmerが7〕8♂伽g沸4鴬．．8盈67を舞i台用に書き直すため脚本
化の承諾を得たが，それは至極当然のことに思われる（3）。mateshipを中心として，本作晶におけ
る小説の技巧，登場人物について考察したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　オーストラリアの自然は大雨，洪水，皐越，山火事，灼熱の太陽など次々と姿を変えた破壊者
であり，恐怖である。しかし人間の生活は自然とは別個の存在である（4）。自然の残酷さ，ブッシュ
生活の厳しさに比して，彼の作品の基調はオーストラリアのエトスであるmatesh三pでつらぬか
れて，その多くはあたたかな人情物語である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクオッタロ　本二丁の主人公Bob　Bakerはニューサウスウェールズのマックオリー河畔の牧場主であった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボス　ド　ロ　れバにが，旱越のため彼の牧場の何千頭もの羊が死んで破産し，今は家畜追いの親方をしていた。彼は
牛の大群をカーペンタリア湾に沿って2年がかりで新しい土地へ引きつれていく仕事を請けお
　　　　　　　マイ　トい，私（Jack）と仲間（オーストラリアでは通称マイトと発音する。以下これに従う）のAndyは
彼に同行する契約を結ぶ。親方とAndyとJack，そして親方の弟のMd，親方のかみさんのMrs．
Baker，彼女の妹のM呈ss　Stand圭shとの間にはさまざまな形のmates爆pが展開される。
　出発前Andyは飲んべえのBobのかみさんから旅の間断じてBobと一緒には飲まないことを
約束させられる。それが気に入らない親方はA簸dyを説得し，あざ笑い，罵ったが，　Andyはいっ
たん約束したことは必ず守りぬく男である。
　しかし親方は旅のまにまに居酒屋に入いりはじめ，それが少しつつひどくなって，ついには酒
場女に引っかかってしまい，雇主から前借りをして，すべてのお金をその女（「ふところの暖い男
を釣り上げる餌として奥地の酒場の亭主が雇っている女」）につぎこんでしまう。drover（家畜追
い）というのは世の中に何が起ろうと，毎日家畜を進ませなければならない，それが家畜追いの
掟である。（The　world　might　wobble　a難d　a11£he　banks　go　b雛g，　b疑t　the　ca£Ue　have　to　go
through　tha之’s　the　law　of℃he　s£ock－routes（5）．）ついにBobはくびになり，　ARdyとJackも仕事
を失う。
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　その上親方は彼らの取分からも多少引き出して使っていた。しかし彼らは親方を見捨てるわけ
にはいかないのである。（We　could　have　starもed　oR　the　back　track　at　once，　but　drunk　or　sober，
mad　or　same，　good　or　bad，　lt　isn’t　Bush　religion之。　desert　a　maもe　ln　a　hole；and　the　Boss　was
amate　of　o駁rs；so　we　struc1｛to　him（6）。よっぱらっていようが，気が狂っていようが，人柄がよ
かろうが悪かろうが，困っている仲闘を捨てるのはブッシュの仁義にはずれるのだ。）
　親方はアル中のため死ぬが，その臨終の間際にかけつけた弟のNedは葬式をすますと，例の女
のいる酒場へ行って，主人をしたたか打ちのめす。Nedはおとなしくて朴訥な性格であり，相手
は大柄で喧嘩の心得もあるが，しかしいったんこうと決めたことは死ぬまでやりぬくのである。
　Nedは兄のかみさんのMrs．　Bakerに嘘の手紙をかく。兄さんは熱病で亡くなった，できるだけ
の手はつくしたが安らかに亡くなったと。
　ソーロングに帰ったAndyはMrs．　Bakerに会うという大仕事が待っている。JackはA鍛dyか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイ　トらMrs．　Bakerのところへ一緒に行ってほしいと頼まれる。断るとこんな時仲間を捨てる奴は汚
いやつだと非難iされる。（“You’II　have之。　stick　to　me，　you’re　s蟹ely　not　crawler　eno幾gh　to
desert　a　mate　i登acase　Iike　thisP”）。彼のつくどえらい嘘にあと押しして力を貸さなければなら
ない，それがマイトというものであると説得される。
　Andyは親方の荷物を調べて，さしさわりのあるものをすべて燃やした後，ふたたび，包みを縫
い直して二二に入れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　本作品はいくつかの対称の妙によって奥行の深いものとなっている。まず対照的な2人の人
物；私（Jack）とARdy，　Mrs．　BakerとMiss　Standish，そして圧巻はA超yのつく嘘と事実，
こういうものが，からみあってこの作晶を豊かなものにしている。
　親方の死について，かみさんにたいへんな嘘をつかなけれぼならないと悩むAndyに対して
Jackは事実を話すべきと主張する。かみさんは夫の本来の姿，ただの手前勝手な飲んだくれと知
れば，逆に立ち直りも早く，彼女のためになるだろう。しかしAndyの言うにはJackは女という
ものを分かっていない。しかし，そういうA鍛dyも実は女に1度だって嘘をついたことのない好青
　　　　　　　　　　　　　　　　　マイト年である。ただAndyの書うには死んだ仲間のことも考えてやらなければならないのだ。そして
Andyは親方の荷物の中から革袋を取り出し，その中から商売女や人妻の写真や手紙をぬき出し
て燃やしてしまい，つぶやく“suchs　life．”（8＞。　Jackが人生に真正面から向きあおうとするのに
対して，Andyには諦観悟りがあり，しかしながらそれと共に思いやり，誠実さも失ってはいな
いのだ。親方のかみさんのMrs．　Bakerとその妹のMiss　Standishは対称的なタイプであり，前者
には虚構が，後者には真実がつげられる。
　オーストラリアの奥地は伝統的に男社会であると言われる。boundary　r圭der（牧場の見まわり），
shepard（羊飼い），　swayma鼠浮浪者），　shearer（毛刈り職人一季節を追って渡り歩く），　drover
（家畜追い一山草地を求めて，時には1年も家を離れている）など様々な仕事がある（9）。こういう
奥地の男達につきものは賭事，飲酒，喧嘩であって，これが留守を守る女たちにとっての心配事
であった。そしてまた彼女らは厳しい自然の中で男たち同様無味乾燥で過酷な労働に耐えなけれ
ばならなかった。
　国民主義時代（！880－1920）は当時発刊されていたB鷺11eti簸の代表的作家の名をとってLawson－
Furphyの時代といわれた（10）。1920－30年代は地方都市の女たち（counもry　women），1960年代二
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降は都市の女たち（city　wome難）が小説の主要人物となり，　LawsOn－Furphy時代には奥地の女
たち（磁sh　women）が主として書かれた（11＞。本作品の主人公Bobの妻はまさにbush　womanで
ある。奥地の女たちはあっというまに干からびてしまう。“Her　s雛ro職dings　are　not　favo蟹able
to　the　developme簸t　of　the‘‘woma簸1y”or　sentirnental　side　of　nature．（12）”
　しかしそういう女たちの中で，Andyが“She’s　a　good　l圭℃tle　woman．”“One　o｛the　righ宅st賢ff＿
She　was　always　a　damned　sigh撹oo　good　for£he　boss，　but　she　belleved　in　him（13＞．”と述べる
ように，夫を信じ大切につくすタイプである。頭は特にいいというわけではないが，話しの分る
可愛らしい女性で，家事と子供の世話に甘んじて没頭している。
　それに対して，彼女の妹のM呈ss　Standishは24，5歳で，色白で目もとの涼しい美人である。
“She　was　a　pretty，　br圭ght－eyed　gir1，　and　seemed　q慧ick　to犠nders之and　and　very　sympathet童。，
she　had　been　educated，＿and　wrote　s乞ories　for　the　Sydney　Bulletin　a盤d　other　Sydney
papers（14）．”洗練されていて，頭も良く，情けもあるシドニー娘である。奥地で日頃見なれている
日焼けした女たちとは大違いである。
　Mrs．　BakerはAndyとJackのおもいやりのある嘘に救われるが，賢い簸ss　S£andishはすべ
てを察知して事実を話すよう促して，2人に心からの感謝を述べるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（曝）
　本作品を面白いものにしている技巧のひとつはAndyがMrs。　Bakerにつく嘘である。彼女の
もとに戻ったA麗yは親方の死について，“1ie　like　he11（15）”するために，知恵をしぼる。事実と
でっち上げた嘘との格差が大きく，それがこの作晶を非常に楽しいものにしている。以下，嘘と
事実を対比してみよう。
　Andyは親方は州境を越えてから体の調子が良くなかったというとかみさんは「あの人は出か
ける前から体の具合が良くなかったことを私は知っていたので，今度の旅は出ないようにと説き
伏せようとしたけれど，私や子供らのために出ていったのです。お金を儲けてもう1度牧場をや
りたかったのです個」と泣き崩れる。「夫の言卜報を聞いた時には私はおそらくあの人はまた酒をの
んだのだろうと思って少々苦しめられました（恥」というかみさんに向って，A！掻yは「ソーロング
の街を出てから親方は一滴も貰にしませんでした。それは断じて保証できますよ（18）」と嘘を言う。
　親方は隣の州のクイーンズランドの州境をこすとすぐ居酒屋に頻繁に出入りするようになり，
その内酒場女にのぼせ上ってしまう。Andyと私は親方をつれもどすが，また女の所に戻ってしま
うというのが事実である。
　酒場の主人のTan難erさんは実の兄弟にもできないほどの親切を尽してくれた。土地の医者は
まだ若いので，隣の町からもっと腕の確かな医者を頼み，その上医者の馬車を曳く馬まで送った。
その費用は全て彼が持ってくれて，1ペニーも受けとろうとしなかったとAndyは述べる。
　しかし実際はBobから散々金をまき上げた女の働く酒場の主人は今や彼に店からしめ出しを
くわせたのである。
　彼女が“Iw呈sh　I　could　than1くh量m”というのに対して，　Andyは“Oh，　Ned　thanked　h呈m　for
you（19）．”と言うが，皮肉にもNedはTa難nerをしたたかぶちのめしていたのであった。まさに「お
礼」をしたのであった。
　親方は実に静かに亡くなられました，熱がある間だけ少しおかしくなりましたが，最後はあま
り苦しまれませんでした，おかみさんや子供のことを話して，元気を出して生きてほしいと言い
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ましたと嘘を言う。
　これまでも酒におぼれ，震えの発作で死んだやつのことをきいたことがあるが，これほどひど
い死にざまはなかった。やっと臨終に闘にあった弟Nedを悪魔と間違えて，掴みかかったので，
3人がかりでやっととりおさえた。数分の間正気に戻ると可愛い女房や子供の話をするが，たち
まち，やつらがおれを地獄に引きずりこみやがるとわめきたてた。滅茶苦茶に気がふれて死んで
いったのが事実であった。
　Andyの絶妙な嘘に読者は大いに楽しまされる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　この作品の中には様々の形のユーモアがちりぼめられている。Bobの葬式が済んで弟のNed
は例の酒場へ行って主人をなぐりたおすが，それを見ていた駐在の巡査はNedに賭け，もう1人
は主人の方に賭けるのである。
　ソーロングの町に着いた2人がBakerのかみさんに会いに行くのを一刻のばしにする様子が
ユーモラスに招かれている。まず昼飯を済してからということになるが，食後に一杯やるとねむ
くなる，大体野菜にプディングつきのローストビーフという豪勢な食事には馴れていないし，そ
れに天気まで眠気をもよおすような空模様だ。ひと眠りしてから行くとしよう。しかし目が覚め
てみると日が傾いている。夕食の時に訪ねるのは失礼だ，飯をあてこんだみたいになるから，夕
食の後にしよう，ところが夕食をとっていると，ぜひ会いたいというおかみさんのことってが届
き，いよいよ“we’11　have　to£ace　the　music　now！”より仕方ないと観念する。“And　no　get　o雛t
of　it（20）．”というAndyの：方がJackより尻ごみしている様子である（He　see雛ed　to　hang　back
more　thad　did（21）．）。さておかみさんの家の近くに来た時，　Jackが向いの酒場によっていこう
と雷うとAndyはそんな必要はない，親方の二の舞いを演じることはないという。ところがおかみ
さんの家が間近かになると，酒場の方にそれていってしまったのは，ARdyの方であった。“Come
o難！We’ll　have　this　o之her　dri！窪k　siRce　you　waRt　iもso　bad！（22）”
　そしていよいよBakerのかみさんのところに着くと，　A難dyはまた私（Jack）にささやくので
あった“For　God’s　sake，＿doゴt　put　your　foo之i盆猛and　make　a　mess　of　it（23》，”しくじりそう
なのはAndyの方である。そして“For　God’s　sake，　s毛ick　to　me　now，　Jack！（2曝）”と懇願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　こういうユーモラスな作品はLawsonの得意とするところで，　Lawso捻自身かなり悪戯好きで
あった。彼の作家友達のJack　Mosesと2人一緒になると，いつも子供のような悪戯をしたので
ある。
　ある時フェリーで遊びにいこうとJackが提案し，2人がフェリーに来ると，　Jackは機関士と
知り合いなので挨拶に行ってくると言って，Henryが新聞を読んでいる隙に船をおりてしまう。
　今度はHenryがJackに復讐をする番であった。クリスマスイヴの雑踏の中で，　Jackが買って
小脇にかかえた雄鶏の両足の紐を切って，鶏をこづいて追い出して大騒ぎになる。数日後警察か
ら呼び出しがきた時，Lawsonは自分が関っていることは言わないように，∫ackに約束させる。
Jackは罰金（10シリング）を事務員に払って放免され，そのことを報告に酒場に行くと，　B：enry
と警官と例の事務員がその10シリングで飲んでいるところであった。しかしJackはほどなくし
て，その10シリングを取り戻すのである。ある濤2人は床屋に行き，H：e蟹yがひげそりをしても
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らっている隙に，Jackは彼のオーバーを持って逃げ，きっかり10シリングで質入れをして，その
質札をH：enryに渡したのである㈹。
　Henryは執筆だけでは暮しもままならず，1着のズボンがすり切れた時，彼はヂズボンがダメ
になる時」（“When　your　pa簸ts　begin　to　go”）という傑作な詩を書いた（27）。この様にLawson自
身実にユニークで，とてつもなく奇抜な知恵とたぐいまれなるユーモアの持主であったのだ㈹。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイト　仕事の途中で亡くなった飲んだくれのdroverの親方Bob　Bakerとその伸間のAndyとJack
の問のma£eship，そのmateshipに彩られた親方をかぼうための様々の嘘，　A綴yとJackそして
Mrs。　Bakerと妹のMiss　Stand呈shなど多くの対称が本作品をこの上なく楽しいものにしている。
乃1伽gM鴬．．8α舵7はまさにrnateshipの賛歌である。そこにはいささかの曇りも迷いもなく，
ひたすらmateshipを賛美している。
　しかしmateshipにはいくつかのマイナス面がある。　mateshipはイギリスからの流刑囚の中に
官憲が放ったスパイを摘発するために伸間同志が結束したといういささか陰惨な始りを持つが，
それが過酷な自然の中での労働には欠くべからざるものとして形成されていった。女囚を租とす
るオーストラリア移民の女性達は，男性の囚人より質が悪く，売春婦に身を落すものもあり，社
会的に最下層に属し，ヂ奴隷」の「奴隷」であった。従ってもともと極端な男性社会のエトスであっ
たmateshipは女性を対象とするものではない。しかし面作晶においては女性蔑視というmate－
shipのネガティヴな面はまったく見られない。インテリの母親を持ち，その影響のもとに文学の
道に入ったLawsonの作晶においては，女性差別はほとんど見られないのである。
　彼の作品の多くはハッピーエンドで終るが，しかし“乃oo－80ッsα’Gγ加46γβ70s”（1893）に
おいては，珍しくmaもeshipに対する冷めた目がある。鉄道車輌工場で働くArvieは同僚の工員
Billにいじめられているが，ふとしたことからBi11は好意をよせて彼を伸張として扱おうとする
ようになった。Arvieは1急に当惑し“This　new，　unexpected，　and　unsough£一for　fr三e簸dship
embarrassed漁e　poor　lonely　chi夏d．　It　wasR’t　welcome（30）．”という結果になる。そして二度と
彼は工場に戻らなかった。
　Lawsonの飲酒癖は一生続き，家庭をもって社会生活をする時にはいたるところでその不器用
さをさらけ出し，妻と別居後は子供の養育費の支払いも滞りがちになる。ついには，シドニーの
有名なフェリー発着所サーキュラー・キーで，まさに彼の短編のタイトル通り“Send　Round出e
Hat”（1901）するところまで，落ちぶれていくのである。“Tell童ng　Mrs．　Baker”におけるmatesh呈p
へのひたすらな賛歌にもかかわらず，Lawsonは「人払の本質的な善性に全幅の信頼を寄せていた
かどうかは疑問であり，結局彼の信念というものは彼を絶望の渕から引き上げてくれるほど強く
はなかった（鋤」のである。
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